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H 2 7 r国際フィーんドワーク入門j実践報告
福田美紀本弓康之
スー ノミー グロー ノくノレノ¥イスクー ル (SG狂)として本校で行われているl室内外で様々な活動の入門にあたる
実習 (3 泊 4 日)を行った。 I~内の英語話者へのインタビューや、英語でのプレゼンテーション等を取り入
れ、特に呂外で、の課題研究活動において必要となる英語運用能力や、インタピュ一、プレゼンテーションの
スキルを学ぶ場として、また世界とのつながりを意識させる場として大変効果的で、あった。本稿では平成 27
年度の実践報告と本プログラムの展望を述べる口
キーワード 国際フィールドワーク 教科関連携具学年交流協働学習
1 はじめに
筑波大学附部却ヨ高等1判交(以下本校)では、平成26
年度に文部科学省指定スーパーグローノヤレハイスクール
(以下SGH)に指定されたことを受け、朝交全体で¥国
外で、の活動や世界とのつながりを生徒に意識させるよう
な授業実践や取り組みが多く行われているD 特に、「国際
フィールドワーク」は、本校が[~際教育協定を結ぶ海外
の学校を拠点にして、現地で20Iヨ問問支、外国語を用し 1
て生徒たちが課題研究を行うという取り組みであり、本
校のSGH教育活動の中核で、あるoSGHの指定以降、fI主
際フィーノレドワーク」等に参加することを入学以前より
希望する生徒の数も増加傾向にあるが、国外で外国語を
用いてのフィールドワークに関しては不安に思う生徒も
少なからず病生する。しかし、材交にはそもそも外国語
学習に苦手意識を持ち、国外で、の活動に積極的で、はない
生徒も一定数干子在する。
本稿で浩べる間際フィーノレドワーク入門Jは、平成
26年度に開発された時間割外科目であり、全学年対象の
n寺間害1]外科目 (1単位に相当)として、夏季休業期間に
長野県黒姫高原において3泊4日で実施されるoI日本国
内で世界とのつながりや問題を考え コミュニケーショ
ンツールとしての英語の活用を強く意識させ、本校で行
っている様々な海外での活動に取り組みたいと考える姿
勢や将来御トで活動したし'\~V '¥う生徒に対するきっかけ
作りとするJ(本弓らう2015) としづ昨年度の目的を継承
しつつ、「国際フィールドワークjの導入としての位置付
けをより意識しながら、海外でのフィールドワークで求
められる、外国語使間を用いた調査やエッセイの書
き方、効果的なプレゼンテーションについて実民劫ワに学
ぶということを念:頭において授業の開発を行っ1~
本年は、引率教員としてヰ斗交の盟!科教員2名、ラ52苦科
教員3名に力IJえ、 Carollnugai-Dixson筑波大学客員教授、
筑波大学教育研ヲ訪ヰの教員研修留学生12名(インドネシ
ア人・英語制市)にもプログラムに参加して頂き、共に
生徒の指導を行った。また、事前指導で、は本校社会科教
員も講義・演習を行うなど、教科をjeh1えて複数の教員が
1制覇jしプログラムをfl司ミたした。
2. 実施内容
本フ。ログラムでは、あらかじめ 5~名の異学年の生徒
によるグ、ノレー フ。を特記戎し グノいー フOで、のインタビュー調
査や英語でのレポート{何戎、プレゼンテーション、その
振り返りを中心にした学びを構成した。詳細は表1の通
りである。
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3日毘には、長野県信濃町、 j期妥する新潟県妙高市に
おける様々な方信交においてフィールドワークを行った。
前日の流れとほぼ同機に、各グ、ノレー フ。が害IJり当てられた
1箇所について日英両言語におけるレポートをf何或し、
英語で、フ。レゼンテーションを行ったo 3 jヨ目は、フィー
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表 1実施内容
3. プ口グラムの内容
本項では、プログラムの概要として表1の④、⑤、⑥
について詳述する。
④他己紹介
1 j::1自には、アイスブレイクを行った後にベアで、のイ
ンタピコー一、それから得た情報を用し 1て全体に向けた他
己紹介を行ったO これらの指示・生徒たちの発表は全て
英語で、行われ、翌日からのインタビュー、フィーノレドワ
ークの予行練習を兼ねていた。最後に振り返りとして、
工夫が見られた。
料交の他の教育実践から f異学年の生徒が交流させな
がら学習させるように言十画すると、生徒が協力しお互い
に主体的に学び合うなど学習効果の高い教育活動を期j包
できるJとしづ研究成果があるが、本フOログラムにおい
ても実判三、さらには、異なる英諮軍用能力や英語学習
に対するモチベーションを持っている生徒が協力しなが
ら学び合う勢手が見られたG 英語に対して苦手意識を持
っているものの、 ICT機器の利用には長けている生徒が
ブ。レゼンテーション時に活躍するなど、互いの弱みを補
い、強みを活かし合う様子も見られた。
教員からの講評や生徒からの意見を踏まえ、どのように
すればより良い発表ができるかを話し合ったO
⑤信濃町在住英語話者へのインタビ、ュー
2 Iヨ自には、信濃f1lj在住の外国人の方にグルーフ。で、の
インタビューを行った。 13当初支の実践を踏まえ、今年度
は以下のような耐もで完砲した。
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4. まとめ
本プログラムにおいて、異学年、さらには、異なる英
語運用能力や英詐学習に対するモチベーションを持って
いる生徒が協力しながら学び合う姿勢が見られたq この
ことから、本プログラムはあらためて、次のような生徒
に効果があることがわかったO まず、英語学習に苦手意
識を持っている生徒に対し、日本国内で気軽に英語を使
ってコミュニケーションを取る機会を多く与えることが
できる点である。[~外での短期留学やホームステイは、
英諸に苦手意識を持つ生徒にとっては精神的な負荷が大
きいことが想像に難くなし 10 本フ。ログpラムで
りの友人と場合によつては臼本詰も用いながら助け合つ
て、ツーノレとして英語を用い、学習することができる機
会を得ることができる。また、日本に在住する英語話者
とふれあうことを通し、日本にいながらにして世界との
つながりや問題を身近なものとして考えることができる。
次に、海外で、の活動を志すものの、まだ語学やインタ
ビュー等のスキル面で、不安を持つ生徒に対しても本フ。ロ
グラムが有効であると言える。こちらは、本プログラム
の目的とも合致するものである。前述の通り、本校の
SGH教育活動の柱である「国際フィールドワーク」の参
加を希望する生徒は増加しているものの、語学の面でハ
ード、ルが高いと感じたり、外国語でのインタビューに必
要なスキルなどが身についていないと不安に感じたりす
る生徒は少なからずし 1る。本校の様々な海外での課趨研
究活動参加の予行演習として、必要となる語学力を試し、
スキルを身に付ける機会として本プログラムを位置づけ、
連携し、実践を開発していくことで、国外でのフィーノレ
ド、ワークの場においても生徒たちがよりよし1パフォーマ
ンスをすることが可能になると十創~IJ される。
5 今後の展望
最後に、本フOpグラムの今後の展望を述べたし¥r国際
フィールドワーク入門j という科目名の通り、この実習
では、材交の課題研究活動において必要となる外国語、
特に英語でのインタビュースキル、レポートライテイン
クースキルを国内にいながらにして実践的に学ぶことがで
きる。今後、料交で取引 νでいる[~内外で、の開国す究
活動とより一層連携して更なる開発を行うことで、国内
外でのより良い課題;fiiJ1究活動に繋げてわ二きたい。
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【註】
i今岡本実習に参加してくれたのは、筑波大学の教員研修
留学生で、あるO 教員研修留学生プログラムは、海外の初
等・中等教育機関のき知識教員及ひく教育関係機関の専門!職員
等を対象として自本の教員養成系大学で研修を行うもの
である。
1 アファンの森見学の事前学習として、アファンの森の成
り立ちゃ、その理事長c.w.ニコノレ氏、ヨミ物多嫌性について
書かれた3つの異なる英;丈を用意し、アファンの森と生物
多様性iこついて理解を深めた。その際、知識梢成型ジグソ
一法をJ=I~ し 1た。知識楠J~忠世ジグソー法とは，授業のテーマ
について、被数の異なるお1庶で書かれている資料をグルー
プに分かれて読み、自分が理解した範囲で、他のグルー70~こ
説明し、交換して得た知識を組み合わせてテーマに対する
理解を深め、テーマに関連する課題を解決する活動を通し
て学ぶ、協調的な学習方法のひとつである。
I 一寸j般i投支貯ネ社土封i田宣法人 C 
県上水内君郡1ち:背{信言司1町!可丁にある森林で、あり、 C
事長を務める。アブアンの森をl中j宇コ心とした森林f保呆全活弱動j 
を通じ、森林の持つ本来の役割についての言訴哉を深める
とともに、生物が生息できる健全な森林の保護育成活動
を主に行っている。
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